
ENA CITY PUBLIC RELATIONS

恵那市の情報を分かりやすくお伝えします！

今月の

ベストシ
ョット

受け継が
れる伝統

の踊り

 ５月３日、中野方町の笠置神社で恒

例の春まつりが開催されました。祭り

では、市指定無形民俗文化財の「めれ

た囃
ばや

し」を保存会が奉納。町内の青年

らは、めれた囃子に合わせた杵
きね

振り踊

りを奉納しました。境内には、見物客

が大勢訪れ、伝統のおはやしや踊りに

拍手を送っていました。
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平
成
２３
年
度
に
第
２
次
行
革
開
始

　
市
で
は
、
平
成
１８
年
３
月
に
行
財
政
改

革
大
綱
を
策
定
し
、
平
成
２２
年
度
ま
で
の

５
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
大
綱
の
基
本
理
念
は「『
経

営
』
と
『
協
働
』
に
よ
る
市
政
改
革
」。

市
役
所
の
風
土
改
革
に
よ
る
職
員
の
意
識

改
革
を
特
別
重
点
項
目
と
し
て
、
五
つ
の

改
革
の
柱
を
定
め
て
進
め
ま
し
た
。

　
平
成
２３
年
度
か
ら
は
、
第
２
次
市
行
財

政
改
革
大
綱
（
以
下
、
第
２
次
大
綱
）
を

実
施
。
平
成
２７
年
ま
で
の
５
年
間
を
定
め

て
お
り
、
こ
と
し
３
月
で
前
期
の
２
年
間

が
終
了
し
ま
し
た
。

　
第
２
次
大
綱
で
は
、
人
口
減
少
社
会
や

地
域
主
権
の
時
代
に
対
応
し
、
自
立
と
自

己
決
定
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
ら
れ
る
自

治
体
経
営
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
行
政
運
営
に
経
営
の
視
点
を
取

り
入
れ
、
市
民
団
体
や
地
域
の
ま
ち
づ
く

ら
効
率
的
に
経
営
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
の
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
の
目
的
を
し
っ
か
り
定
義
し
、
目

標
と
達
成
度
の
基
準
を
明
確
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
成
果
は
検
証
し
、
目

的
に
合
わ
な
く
な
っ
た
目
標
や
実
現
不
可

計
画
を
見
直
し
改
革
を
進
め
る

　
市
で
は
、
合
併
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
平

成
２３
年
度
か
ら
は
、
第
２
次
市
行
財
政
改
革
大
綱
を
定
め
着
手
。
平
成
２７
年
度
ま
で

の
５
年
間
の
期
間
を
定
め
て
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
と
し
３
月
に
は
、
前
期
２
年
間
の

成
果
を
検
証
し
、
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
、
見
直
し
後
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
前
期
２
年
間
の
行
財
政
改
革
の
成
果
や
数
値
目
標
の
変
更
な
ど
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

　
　

企
画
課
志
２
６
―
２
１
１
１
（
内
線
３
３
１
）

能
に
な
っ
た
目
標
を
明
ら
か
に
し
て
、
役

割
を
終
え
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
見
直
す
目

標
管
理
の
仕
組
み
が
必
要
で
す
。

　
財
政
面
で
の
歳
入
の
維
持
と
確
保
で

は
、
人
口
の
減
少
を
抑
制
す
る
こ
と
や
市

税
な
ど
の
滞
納
を
減
ら
す
こ
と
、
保
有
す

り
組
織
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
主
体
と
協
働
し

て
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
反
映
し
た
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
柔

軟
な
行
政
の
仕
組
み
を
作
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
改
革
の
基
本
理
念
は
、
第
１
次
と
同
じ

く
経
営
と
協
働
に
よ
る
市
政
改
革
で
す
。

そ
の
柱
は
「
地
域
主
権
時
代
を
担
う
人
材

育
成
と
組
織
改
革 

」「
持
続
可
能
な
財
政

構
造
の
確
立 

」「
市
民
の
視
点
に
立
っ
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上 

」「
市
民
と

の
情
報
共
有
に
よ
る
市
民
参
画
の
促
進
」

「
新
し
い
自
治
の
仕
組
み
の
確
立 

」
の
五

つ
で
す
。

達
成
度
の
基
準
を
明
確
に
設
定

●
経
営
（
永
続
的
に
自
立
で
き
る
経

営
シ
ス
テ
ム
の
構
築
）

　
本
市
の
歳
入
見
通
し
は
、
さ
ら
に
厳
し

く
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
限

ら
れ
た
経
営
資
源
（
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ

ネ
）
の
中
で
、
何
が
最
適
か
を
考
え
な
が

将
来
も
安
定
し
た
経
営
を
目
指
す

修
正
を
加
え
つ
つ
柱
ご
と
に
管
理

１

地
域
主
権
時
代
を
担
う

人
材
育
成
と
組
織
改
革

法
令
遵
守
で
信
頼
さ
れ
る
市
政
を

　
職
員
の
風
土
改
革
の
た
め
、以
前
は「
目

標
に
よ
る
経
営
」
を
重
点
に
し
て
い
ま
し

た
。
平
成
２３
年
に
発
覚
し
た
不
適
切
な
事

務
処
理
問
題
を
踏
ま
え
「
法
令
遵じ

ゅ
ん

守し
ゅ

の
推

進
」
を
最
重
要
課
題
と
し
、
基
本
に
立
ち

返
り
ま
し
た
。

　
市
職
員
一
人
一
人
が
全
体
の
奉
仕
者
で

あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
法
令
な
ど
を
遵
守

す
る
と
と
も
に
、
公
正
な
職
務
を
執
行
す

る
た
め
の
規
範
と
な
る
法
令
遵
守
の
推
進

等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
や
法
令
遵
守
ハ

る
遊
休
資
産
の
貸
し
出
し
や
売
却
な
ど
の

有
効
活
用
、
広
告
収
入
の
確
保
な
ど
、
収

入
を
地
道
に
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

　
歳
出
の
抑
制
で
は
、
特
に
経
常
的
な
経

費
の
削
減
が
課
題
。
人
件
費
と
物
件
費
の

削
減
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

●
協
働
（
多
様
な
主
体
と
連
携
し
て

市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
）

　
市
が
行
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
ど
ん

な
主
体
が
、
何
を
使
っ
て
、
ど
の
よ
う
に

行
う
の
が
最
も
市
民
に
と
っ
て
最
適
で
、

■行財政改革行動計画での削減効果実績額

改革項目
平成１８～２２年度
実績

平成２３年度実績

市税などの収納率の向上 ８,５００万円 ３,４００万円
ふるさと納税の推進 １,２００万円 ３,４００万円
職員定数の適正化 ３４億５,３００万円 １億０,７００万円
各種審議会・委員会などの委員報酬の見直し １億８,４００万円 ３００万円
時間外勤務手当ての縮減 ５,２００万円 ―
地域集会施設の移譲と廃止 ― １００万円
商工関連施設の移譲と廃止 ― ２００万円
保育園の統合 ６００万円 ―
保育園への指定管理者制度導入 ３,１００万円 ―
庁舎経費の削減 ２００万円 ―
効率的で正確な事務処理の実施 ９億３,６００万円 ―
市債の繰り上げ償還の実施 １億４,４００万円 ―
補助金の適正化 ４億４,０００万円 ２,２００万円
料金収納率の向上 ３,４００万円 ―
介護老人保健施設の稼働率の向上 ４,６００万円 ―
下水道処理区域内の水洗化率の向上 １,８００万円 ４００万円
投票所の見直し ３００万円 ―
その他（第１次行革行動計画の項目） ９億９,０００万円

合計 ６４億３,６００万円 ２億０,７００万円
※実績額は、当該年度決算数値などと計画策定時の基準数値の比較により算
出しています（平成２４年度実績は集計中）

満
足
度
が
高
い
か
を
再
検
証
し
、
市
民
の

合
意
を
得
な
が
ら
あ
る
べ
き
姿
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
行
政
と
は
異
な
る

特
性
を
持
つ
市
民
活
動
団
体
に
よ
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
は
、
行
政
の
サ
ー
ビ
ス
と
両
立

し
、
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
の

自
治
意
識
と
自
治
能
力
の
向
上
が
期
待
で

き
ま
す
。
こ
の
「
協
働
」
の
考
え
方
に
よ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
、
可
能
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
こ

と
で
、本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
、

適
切
な
負
担
と
受
益
の
下
に
提
供
さ
れ
る

市
民
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、
法
令
遵
守
に
関
す

る
職
員
研
修
会
等
の
具
体
的
な
取
り
組
み

を
行
い
、法
令
遵
守
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

【
実
施
時
期
】

平
成
２３
年
度

条
例
の
制
定
、
職
員
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成

平
成
２４
年
度

職
員
研
修

平
成
２５
～
２７

年
度

職
員
の
研
修
と
意
識
調
査

●
そ
の
他
の
主
な
取
り
組
み

職
員
提
案
制
度
の
改
善
、
市
民
と
の

協
働
活
動
の
場
へ
の
職
員
参
加
奨

励
、
人
事
評
価
制
度
の
見
直
し
、
職

員
給
与
の
適
正
化
、
効
率
的
な
組
織

機
構
の
構
築

▲子どもたちの未来を考えた市の経営を実現（写真は大
井幼稚園５歳児）

問

行
財
政
改
革
の
今
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段
階
的
な
縮
減
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
財
政
の
目
標
は
、
当
初
予
算
規
模
を
平

成
２７
年
度
に
は
２
７
６
億
円
と
し
、
合
併

の
さ
ま
ざ
ま
な
財
政
措
置
が
な
く
な
る
平

成
３２
年
度
に
は
２
２
０
億
円
に
縮
減
し
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
市
債
残

高
や
実
質
公
債
費
比
率
、
経
常
収
支
比
率

の
三
つ
の
財
政
指
標
の
目
標
数
値
を
示

し
、
達
成
す
る
よ
う
財
政
運
営
を
進
め
ま

す
。

（
新
し
い
取
り
組
み
）

●
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
導

入
と
推
進

　
市
が
保
有
す
る
土
地
や
建
物
、
設
備
な

ど
の
公
共
資
産
に
つ
い
て
、
経
営
的
視
点

に
立
っ
た
中
長
期
的
な
維
持
管
理
計
画
を

策
定
し
、
効
率
的
な
施
設
運
営
を
推
進
し

ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
類
似
施
設
の
整
理
統
合

や
施
設
の
維
持
管
理
費
用
の
削
減
と
財
政

負
担
の
平
均
化
を
図
り
ま
す
。

【
実
施
時
期
】

平
成
２５
年
度

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
推
進
方
針
の
策

定

平
成
２６
年
度

公
共
施
設
維
持
管
理
計

画
の
策
定

平
成
２７
年
度

計
画
の
推
進

●
そ
の
他
の
主
な
取
り
組
み

滞
納
処
分
の
強
化
、
広
告
収
入
の
確

保
、
職
員
定
数
の
適
正
化
、
時
間
外

５

４

３
勤
務
手
当
の
縮
減
、
保
育
園
の
統
合
、

福
祉
・
商
工
・
農
林
・
土
木
関
連
施

設
の
指
定
管
理
と
移
譲
、
体
育
関
連

施
設
の
指
定
管
理
と
廃
止
、
保
育
園

の
指
定
管
理
、
こ
ど
も
園
化
、
介
護

老
人
保
健
施
設
ひ
ま
わ
り
と
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿
苑
の
指
定
管

理
、
消
防
施
設
の
在
り
方
の
検
討
、

文
化
関
連
施
設
へ
の
指
定
管
理
、
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
と
運
搬
業

務
の
民
間
委
託
、
市
有
地
の
利
活
用

や
処
分市

民
の
視
点
に
立
っ
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

来
庁
者
の
満
足
目
標
を
上
方
修
正

　
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度
は
、
以
前
の

情
報
共
有
に
よ
る

市
民
参
画
の
促
進

見
や
す
い
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
更
新

　
市
政
の
情
報
提
供
で
は
、
今
ま
で
の
行

財
政
改
革
の
取
り
組
み
の
中
で
「
情
報
共

有
」
を
掲
げ
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
広
報

紙
の
充
実
、
事
業
原
案
か
ら
の
市
民
参
画

の
た
め
の
公
募
委
員
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
（
意
見
公
募
）
の
実
施
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
さ
ら
に
情
報

共
有
を
徹
底
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
特
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
「
見
や
す
く
、

使
い
や

す
い
、

魅
力
あ

る
ウ
ェ

ブ
サ
イ

ト
」
を

基
本
理
念

に
構
築
し

て
、
昨
年

４
月
か
ら
全
面
的
に
改
良
し
、
情
報
を

発
信
し
て
い
ま
す
。

　
達
成
目
標
は
、
毎
年
度
の
市
民
意
識

調
査
で
「
広
報
に
よ
る
市
情
報
の
提
供

と
公
開
」
の
項
目
の
満
足
、
や
や
満
足

の
合
計
７０
㌫
以
上
で
す
が
、
現
在
は
２９
・

※ファシリティマネジメント＝企業や団体などが保有するか使用する全施設資産とそれらの利用環境を経営戦略的視
点から総合的に企画、管理、活用する経営活動

２

持
続
可
能
な

財
政
構
造
の
確
立

予
算
規
模
の
縮
減
幅
を
抑
制

　
平
成
３１
年
度
ま
で
の
予
算
規
模
は
、
合

併
特
例
債
の
活
用
期
限
が
５
年
間
延
長
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
投
資
額
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
縮
減

幅
を
抑
え
て
見
直
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
経
常
経
費
の
縮
減
や
事
務
事
業

の
改
善
を
さ
ら
に
行
い
、
普
通
交
付
税
の

200

250

300

H32H27H26H25

289 299

245

281 278

220

276

219

【一般会計の予算規模】

３００

２５０

２００ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ３２

（億円）

（年度）

第２次市行財政改革行動計画

平成２３・２４年度の主な完了項目

●保育園の統合

　佐々良木保育園を野井保育園に統合し、平成２４

年４月から「みさと保育園」として開園しました。

●福祉関連施設の統合の検討

　恵南デイサービスセンター（山岡町）は、地域

に同様の施設があるため介護保険事業のサービス

は平成２７年度で終了する方針を決定しました。

●保育園への指定管理者制度の導入

　平成２４年４月から長島保育園の運営を指定管理

者制度（学校法人恵峰学園）へ移行しました。

た
。
平
成
２７
年
度
ま
で
に
は
、
市
民
提
案

型
と
行
政
提
案
型
の
協
働
事
業
で
、
新
た

な
取
り
組
み
を
１
年
に
１０
事
業
以
上
進
め

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
が
、
現
在
は
達
し

て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
、
可
能
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
担

う
協
働
事
業
の
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

●
そ
の
他
の
主
な
取
り
組
み

中
間
支
援
組
織
の
育
成
と
機
能
の
充

実
、
市
民
活
動
の
拠
点
整
備
、
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進
、
ま
ち

づ
く
り
学
習
の
開
催

４
㌫
で
ま
だ
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

●
そ
の
他
の
主
な
取
り
組
み

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
、
各
種

審
議
会
・
委
員
会
な
ど
の
審
議
情
報

の
公
開
、
行
政
放
送
番
組
の
充
実

新
し
い
自
治
の
仕
組
み
の

確
立

目
標
は
毎
年
１０
の
協
働
事
業

　
昨
年
度
は
防
災
教
育
、
正
家
廃
寺
保
存

な
ど
３
件
の
市
民
提
案
型
事
業
と
婚
活
イ

ベ
ン
ト
・
え
な
１
０
０
検
定
の
２
件
の
行

政
提
案
型
事
業
が
新
た
に
実
施
さ
れ
ま
し

指
標
で
は
「
満
足
・
や
や
満
足
で
７０
㌫
以

上
」
で
し
た
が
、
平
成
２３
年
度
と
平
成
２４

度
は
共
に
９１
・
６
㌫
と
大
幅
に
上
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
「
満
足
」
だ

け
で
捉
え
た
場
合
は
、６９
・
８
㌫
に
留
ま
っ

て
い
る
た
め
、
今
回
、「
満
足
」
に
限
定

し
て
８０
㌫
以
上
の
評
価
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
指
標
を
上
方
修
正
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
市
職
員
の
意
識
改
革
や
職
員

研
修
、
接
遇
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
育
成
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
点
検
な
ど
の
総
合
的
な

取
り
組
み
で
、
市
役
所
に
来
ら
れ
る
全
て

の
市
民
の
満
足
度
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

●
そ
の
他
の
主
な
取
り
組
み

市
民
意
識
調
査
の
毎
年
実
施
、
証
明

窓
口
の
集
約
化
、
庁
舎
環
境
の
改
善
、

小
中
学
校
の
適
正
配
置
の
検
討
、
権

限
委
譲
事
務
の
受
け
入
れ

▲

新
し
い
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

※上記の数字は平成２４年度改定の長期財政計画に準じたものです
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【一般会計の市債残高】
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３００

２００ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ３２

（億円）

（年度）

４００

▼窓口サービスの満足度をさらに高めます

　第２次市行財政改革行動計画のうち、平成２３・２４

年度で一部完了した項目を紹介します。

行財政改革の今

※



申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

　　
恵
那
こ
と
ぶ
き
結
婚
相
談
所
で

は
、
７
月
か
ら
岩
村
会
場
の
他
に

新
し
く
恵
那
会
場
で
も
相
談
を
行

い
ま
す
。市
内
の
結
婚
相
談
員
が
、

個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
の
日
時
や
場
所
は
次
の
通

り
で
す
。
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

【
岩
村
会
場
】

□
と
き
　
毎
月
第
３
土
曜
日
午
後

２
時
―
４
時

□
と
こ
ろ
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン

【
恵
那
会
場
】

□
と
き
　
毎
月
第
３
火
曜
日
午
後

６
時
―
８
時

□
と
こ
ろ
　
中
コ
ミ
セ
ン

【
共
通
】

□
対
象
　
市
内
在
住
で
、
真
剣
に

結
婚
を
希
望
す
る
方
。
女
性
の
方

は
市
外
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

□
そ
の
他
　
い
ず
れ
も
事
前
の
予

約
が
必
要
で
す
。

※
相
談
日
が
休
館
日
の
場
合
、
そ

の
翌
日
に
な
り
ま
す

　
　
　
　
ふ
る
さ
と
活
力
推
進
室

（
内
線
３
８
２
）

　
市
で
は
、
市
税
を
納
期
限
ま
で

に
納
付
で
き
な
い
場
合
は
、
事
情

に
応
じ
た
納
付
方
法
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
市
税
の
納
付
も
受
け

付
け
ま
す
。

□
と
き
　
６
月
２２
日
㈯
、
２３
日
㈰

午
前
９
時
―
午
後
５
時
　
　
　
　

□
と
こ
ろ
　
税
務
課
（
市
役
所
会

議
棟
内
）

□
持
ち
物
　
納
税
通
知
書
か
督
促

状
、
催
告
書
と
認
印
　

※
市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
せ

ず
、
納
税
相
談
な
ど
も
な
い
場
合

は
、
地
方
税
法
や
国
税
徴
収
法
の

規
定
に
基
づ
き
「
財
産
の
差
し
押

さ
え
」
を
行
い
ま
す

　
　
税
務
課
収
納
係
（
内
線
５
０

７
）

　
市
茶
道
連
盟
の
協
力
で
、
抹
茶

の
無
料
体
験
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
６
月
２２
日
㈯
午
前
１０
時

―
午
後
３
時
（
な
く
な
り
次
第
終

了
）

　
市
内
８
中
学
校
の
代
表
生
徒
１３

人
が
、
五
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
熱
い

思
い
を
発
表
す
る
第
９
回
少
年
の

主
張
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
「
社
会
や
世
界
に
向

け
て
の
意
見
、
未
来
へ
の
希
望
や

提
案
」な
ど
の
四
つ
に
、特
別
テ
ー

マ
「
ふ
る
さ
と
の
先
人
に
学
ん
だ

こ
と
」
を
加
え
た
五
つ
で
す
。
　

　
審
査
の
間
に
、
市
少
年
少
女
合

唱
団
の
発
表
も
行
い
ま
す
。
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
６
月
２２
日
㈯
午
後
２
時

―
４
時
半

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
料
金
　
無
料

　
　
社
会
教
育
課
志
４
３
―
２
１

１
２
（
内
線
３
４
２
）

　
岩
村
歴
史
資
料
館
で
は
、
岩
村

藩
家
老
の
丹に

羽わ

瀬せ

清せ
い

左ざ

衛え

門も
ん

（
挌か

く

庵あ
ん

）
の
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
茶
室

□
そ
の
他
　
入
館
料
（
大
人
２
０

０
円
、
小
中
高
生
１
０
０
円
）
が

必
要
で
す
。

　
　
文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
３
２
１
）

　
調
停
委
員
な
ど
に
よ
る
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
６
月
２６
日
㈬
午
前
１０
時

―
午
後
４
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
内
容
　
家
庭
内
紛
争
、
交
通
事

故
、
土
地
建
物
、
金
銭
な
ど
の
問

題
の
調
停
、
法
律
相
談

□
相
談
員
　
調
停
委
員
、
弁
護
士

□
料
金
　
無
料

□
そ
の
他
　
予
約
は
不
要
で
す
。

　
　
中
津
川
調
停
協
会
（
中
津
川

簡
易
裁
判
所
内
）
志
０
５
７
３
―

６
６
―
１
５
３
０

　
挌
庵
は
、
太
田
錦き

ん

城じ
ょ
う

（
下
田
歌

子
の
祖
父
）
に
従
い
、
林
述じ

ゅ
っ

斎さ
い

の

門
で
勉
学
に
励
み
ま
し
た
。
岩
村

藩
家
老
と
し
て
藩
財
政
を
建
て
直

す
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
藩
政
改
革

に
取
り
組
ん
だ
人
物
で
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
来
館
く
だ
さ
い
。

□
期
間
　
６
月
３０
日
㈰
ま
で

□
時
間
　
午
前
９
時
―
午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
岩
村
歴
史
資
料
館

□
内
容
　
丹
羽
瀬
家
に
残
る
書
籍

や
書
な
ど

□
料
金
　
▽
高
校
生
以
下
＝
無
料

▽
一
般
＝
３
０
０
円
　
▽
６５
歳
以

上
＝
２
０
０
円

　
　
岩
村
歴
史
資
料
館
志
４
３
―

３
０
５
７
（
月
曜
日
休
館
）

　
こ
の
号
か
ら
本
紙
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。

　
表
紙
や
市
内
の
行
事
、
一
歳
の

お
子
さ
ん
、
人
物
を
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
柔
ら
か

い
感
じ
に
し
、
今
ま
で
以
上
に
親

し
み
が
持
て
る
よ
う
工
夫
。
本
文

の
字
体
を
、
高
齢
者
な
ど
で
も
見

や
す
い
も
の
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
読
み
や
す
い
広
報

紙
を
作
る
よ
う
心
掛
け
て
い
き
ま

す
。

　
　
企
画
課
（
内
線
３
１
４
）

　
夏
バ
テ
せ
ず
、
暑
い
夏
を
乗
り

切
る
た
め
の
料
理
に
挑
戦
す
る
親

子
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
６
日
㈯
午
前
１０
時

―
午
後
０
時
半

□
と
こ
ろ
　
中
京
学
院
大
学
瑞
浪

キ
ャ
ン
パ
ス

□
定
員
　
３０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
▽
大
人
＝
５
０
０
円
　

▽
子
ど
も
＝
無
料

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
か
電
子

メ
ー
ル
で
申
し
込
む

□
締
め
切
り
　
６
月
２８
日
㈮

　
　
　
　
中
京
学
院
大
学
中
京
短

期
大
学
部
健
康
栄
養
学
科
志
０
５

７
２
―
６
８
―
４
５
５
６
、死k-

tanaka@
chukyogakuin-

u.ac.jp

　
平
成
２６
年
３
月
に
行
わ
れ
る
第

２８
回
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の
準

備
講
習
会
を
、
東
濃
地
区
で
唯
一

開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
６
日
、
２０
日
、
２７

日
、
９
月
１４
日
、
１０
月
５
日
、
１１

月
９
日
、
１６
日
、
１２
月
１４
日
、
２１

日
（
土
曜
日
）
午
前
９
時
２０
分
―

午
後
０
時
半
（
計
９
回
）

□
と
こ
ろ
　
中
京
学
院
大
学
瑞
浪

キ
ャ
ン
パ
ス

□
定
員
　
４０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
１
万
円

□
申
し
込
み
方
法
　
申
込
書
を
郵

送
か
フ
ァ
ク
ス
で
提
出
す
る
か
、

電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

□
締
め
切
り
　
６
月
２８
日
㈮

※
申
込
書
や
詳
細
は
、
中
京
学
院

大
学
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w
w
.chukyogakuin-u.ac.

jp/

）
で
確
認
く
だ
さ
い

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
６
１
９
２

瑞
浪
市
土
岐
町
２
２
１
６
中
京
学

院
大
学
中
京
短
期
大
学
部
管
理
栄

養
士
国
家
試
験
準
備
講
習
会
係
志   

０
５
７
２
―
６
８
―
４
５
５
６
、

思
０
５
７
２
―
６
８
―
５
７
８

６
、
死m

-yam
am

oto@
ch

ukyogakuin-u.ac.jp

小中学校の講師登録を受け付け

　市では、本年度途中と平成２６年４月から
採用する講師の申し込みを受け付けていま
す。
　９月以降に、市内の学校への採用もあり
ます。
□対象　小学校や中学校の教員免許を持っ
ている方
□申し込み方法　人材バンク登録用紙に必
要事項を記入の上、直接か郵送、電子メー
ルで登録用紙を提出する。
※登録用紙は東濃教育事務所のウェブサイ
ト（http://www.pref.gifu.lg.jp/kyoiku-
bunka-sports/kyoikuiinkai/kankeikika
n/tono/）で取得できます
　　　　〒５０９-７４０３岩村町５４５番地１教育
委員会学校教育課志４３-２１１２（内線３５１）、
死 gakkoukyouiku@office.city.ena.gi
fu.jp

　第２４回ふれあいカップリングパーティーの
参加者を募集しています。
　誠実に結婚を考えている方々のパーティーで
す。ビュッフェ方式で食事をしながら交流しま
す。新たな出会いの一歩を踏み出しませんか。
□とき　６月２３日㈰午前１１時～午後３時
□ところ　美・マリアージュ恵那（大井町）　
□対象　独身の男女。年齢と婚暦は問いません。
（男性は市内在住者で、登録が必要です）
□定員　男女各２０人（応募者が多数の場合は抽
選とします）
□料金　 ▽男性＝５，０００円　 ▽女性＝３，０００円

□申し込み方法　市役所や各振興事務所に備え
付けの申込書に①住所②氏名③性別④年齢⑤電
話番号⑥職業⑦趣味―を記入の上、直接持参す
るか郵送、ファクス、電子メールで申し込む
□締め切り　６月１０日㈪
※申込書は、市のウェブサイト（http://www.
city.ena.lg.jp/）からも取得できます
　　　　〒５０９-７２９２（住所不要）ふるさと活力
推進室（内線３８２）、思２５-６１５０、死 enaguras
hi@city.ena.lg.jp　
　　恵那ことぶき結婚相談所運営協議会（林）
志０８０-２６１８-５５０６

カップリングパーティーの参加者を募集

新しい出会いを見つけませんか

案
内

管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の

準
備
講
習
会

親
子
の
料
理
教
室

市
税
の
休
日
納
付
相
談

中
学
生
が
熱
い
思
い
を
発

表
す
る
少
年
の
主
張
大
会

ひ
し
屋
資
料
館
で
抹
茶
の

無
料
体
験

無
料
調
停
相
談
会
を
開
催

岩
村
藩
家
老
の
丹
羽
瀬
挌

庵
展
を
開
催
中

こ
と
ぶ
き
結
婚
相
談
所

恵
那
会
場
を
新
設

６
月
１
日
号
か
ら
広
報
紙

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

申・問

申・問

問

申
・
問

問

問問

問

問

問申
・
問

申
・
問

▲ひし屋資料館の茶室

▲中学生が思いを語る

▲丹羽瀬挌庵の書
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募集

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

　街道で働き、生活を営む人々の風俗に注目し「街道
の仕事人」を紹介します。

６月２日㈰、７月７日㈰は、市民の日（市民に限り観覧料
が無料です。当日、受付係に「恵那市民です」と伝えてく
ださい )
　　中山道広重美術館志２０-０５２２問

歌川広重（当館所蔵）

《木曽海道六拾九
次之内》「高崎」

　
こ
と
し
の
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
市
部
）
の
部

で
、
本
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
入

選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
部
の
入
選

は
、
特
選
に
次
い
で
の
賞
。
応
募

し
た
全
国
１
２
３
市
の
中
か
ら
選

ば
れ
、
本
市
の
他
に
４
団
体
が
入

賞
し
て
い
ま
す
。

　
生
涯
学
習
都
市
の
切
っ
掛
け
と

な
っ
た
郷
土
の
先
人「
佐
藤
一
斎
」

の
教
え
を
日
替
わ
り
で
表
示
し
た

り
、
常
に
最
新
の
情
報
と
旬
な
情

報
を
一
目
で
分
か
る
よ
う
し
た
り

し
て
い
ま
す
。今
後
も
よ
り
一
層
、

必
要
な
情
報
を
分
か
り
や
す
く
皆

さ
ん
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
企
画
課
（
内
線
３
１
３
）

　
計
量
法
の
規
定
で
、
取
引
や
証

明
に
使
用
す
る
は
か
り
の
定
期
検

査
が
左
表
の
通
り
行
わ
れ
ま
す
。

　
店
舗
な
ど
で
は
か
り
を
使
っ
て

い
る
方
は
、受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

□
持
ち
物
　
は
か
り
（
付
属
品
を

含
む
）

□
料
金
　
は
か
り
の
種
類
に
よ
っ

て
料
金
が
違
い
ま
す
。
県
収
入
証

紙
で
、
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
県
計
量
検
定
所
志
０
５
８
―

２
５
４
―
８
１
８
８

　
市
立
恵
那
病
院
で
は
、
糖
尿
病

を
学
ん
で
健
康
管
理
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
８
回
に
わ
た
っ
て
糖

尿
病
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
同
病
院
の
理
学
療
法

士
が
「
糖
尿
病
の
運
動
療
法
」
の

講
義
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
７
月
３
日
㈬
午
後
２
時

―
３
時

□
と
こ
ろ
　
市
立
恵
那
病
院

□
定
員
　
２０
人

□
料
金
　
無
料

□
締
め
切
り
　
６
月
２８
日
㈮

　
　
　
　
市
立
恵
那
病
院
医
事
課

志
２
６
―
２
１
２
１

　
県
で
は
、
不
適
正
な
森
林
開
発

を
防
止
す
る
た
め
の
啓
発
や
、
森

林
不
適
正
事
案
１
１
０
番
を
設
置

し
て
、
適
正
な
森
林
管
理
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
森
林
内
で
、
不
審
な
立
木
伐
採

や
建
築
物
、
掘
削
な
ど
を
発
見
し

た
場
合
は
、
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

小
さ
な
こ
と
で
も
、
拡
大
防
止
の

た
め
直
ぐ
に
対
応
し
ま
す
。

□
連
絡
先
　
森
林
不
適
正
事
案
１

１
０
番
（
恵
那
農
林
事
務
所
森
林

保
全
課
内
）
志
２
６
―
１
１
１
１

（
内
線
３
１
４
）

　
　
恵
那
農
林
事
務
所
森
林
保
全

課　
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
宅
地

の
分
譲
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
団
地
に
は
、
特
定
非
営
利
法
人

の
高
齢
者
住
宅
も
開
所
し
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
が
充
実
し
ま
し
た
。

□
と
こ
ろ
　
サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ
花
の

木
地
内
（
武
並
町
藤
）

□
分
譲
区
画
数
　
３４
区
画

□
区
画
面
積
　
２
２
１
平
方
㍍
―

３
２
４
平
方
㍍

□
区
画
分
譲
価
格
　
４
０
４
万
円

―
６
０
７
万
円

※
詳
細
は
住
宅
供
給
公
社
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（http://juko.gifu-

djr.or.jp/

）を
確
認
く
だ
さ
い

　
　
県
住
宅
供
給
公
社
管
理
第
１

課
志
０
５
８
４
―
８
１
―
８
５
０

２□
職
種
　
税
務
職
員
（
高
校
卒
業

程
度
）

□
対
象
　
①
平
成
２５
年
４
月
１
日

に
、
高
等
学
校
か
中
等
教
育
学
校

（
６
年
制
の
中
高
一
貫
教
育
）
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
。

平
成
２６
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校

か
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
方
　
②
人
事
院
が
①
に
掲

げ
る
者
に
準
ず
る
と
認
め
る
方

□
申
し
込
み
方
法
　
中
津
川
税
務

署
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入

の
上
、
持
参
か
郵
送
で
提
出
す
る

か
、
国
税
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://w
w

w
.n

ta.go.jp

）

か
ら
申
し
込
む

□
受
付
期
間
　
▽
持
参
か
郵
送
＝

６
月
２４
日
㈪
―
６
月
２８
日
㈮
　
▽

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
＝
６
月
２４
日
㈪
―

７
月
３
日
㈬

□
試
験
日
　
▽
１
次
＝
９
月
８
日

㈰
　
▽
２
次
＝
１０
月
１７
日
㈭
―
１０

月
２５
日
㈮
ま
で
の
い
ず
れ
か
指
定

す
る
日

　
　
〒
４
６
０
―
０
０
０
１
名
古

屋
市
中
区
三
の
丸
２
―
５
―
１ 

人
事
院
中
部
事
務
局

　
　
名
古
屋
国
税
局
人
事
第
二
課

試
験
係
志
０
５
２
―
９
５
１
―
３

５
１
１
（
内
線
３
４
５
０
）

【職種】

□一般事務　大卒９人程度、身体障がい者１人程度
□建築技術　大卒１人程度
□土木技術　大卒１人程度、高卒１人程度
□保健師　１人程度
□保育士・幼稚園教諭　２人程度
□消防　２人程度
□看護師　２人程度
【１次試験】

□とき・ところ　 ▽一般事務、建築技術、土木技術
（大卒）、保健師、保育士・幼稚園教諭＝７月２８日㈰・
市消防防災センター　 ▽土木技術（高卒）、消防＝９
月２２日㈰・市役所北会議棟　
※看護師は申し込み者に通知します 　木造住宅の無料耐震診断を

受診する方を募集します。
　耐震診断は県認定の耐震相
談士（建築士）が行います。
補強の助言やおおむねの工事
費の提示も無料です。
　自宅の耐震化に、ぜひ活用
してください。
□対象　昭和５６年５月３１日
以前に建てられた木造戸建て
住宅で、居住している建物（他
にも条件があります）
□定員　１００人（先着順）
※耐震補強工事費補助金の募
集は改めて本紙で案内します
　　　　都市整備課（内線２４
１）

無料耐震診断の受診者

木造住宅

平成２６年４月採用市職員を募集

私たちと一緒に

　   働きませんか

【申し込みと受け付け】

□申し込み方法　市役所に備え付けの「職員採用試
験申込書」に①エントリーシート②住民票③卒業（見
込み）証明書④成績証明書⑤資格・免許証の写し⑥
写真―を添えて申し込む
□締め切り　６月２６日㈬午後５時１５分
※いずれの職種も性別は不問です。土木技術（高卒）
と消防職は８月１日㈭～２０日㈫に申し込んでくださ
い。申請書類は市のウェブサイト（http://www.
city.ena.lg.jp/）でも取得できます
　　　　〒５０９-７２９２（住所不要）総務課職員係（内
線３０６）

お待ちしています！

あなたの申し込みを

は
か
り
の
定
期
検
査

募
集

案
内

市
立
恵
那
病
院
の
糖
尿
病

教
室
（
３
回
目
）

国
税
局
の
税
務
職
員

市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

紹
介

森
林
不
適
正
事
案
１
１
０

番
を
設
置

サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ
花
の
木
の

宅
地
を
分
譲

企画展

「街道に生きる」

６/２０㈭～７/２１㈰

と　き 時　間 ところ
６月１７日㈪ 午後１時～３時 ＪＡひがしみの上村支店
６月１８日㈫ 午前９時～午後３時 ＪＡひがしみの山岡支店
６月１９日㈬ 午前９時～正午 ＪＡひがしみの山岡支店
６月２０日㈭ 午前９時～午後２時 ＪＡひがしみの岩村支店
６月２１日㈮ 午前９時～午後２時 明智文化センター
６月２４日㈪ 午後１時～３時 笠置振興事務所
６月２５日㈫ 午前９時～正午 ＪＡひがしみの恵那西支店
６月２６日㈬ 午前９時～午後３時 中コミセン

問

問

問 申
・
問

問

問 申

申・問
申・問

▲市ウェブサイトをタブ
レット端末で表示
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フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ラ
ス
た
ん

ぽ
っ
ぽ
で
、
お
子
さ
ん
と
一
緒

に
歌
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
楽
し

く
子
育
て
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
と
し
も
市
内
在
住
の
加
藤
規

子
さ
ん
と
一
緒
に
、
楽
し
い

コ
ー
ラ
ス
を
始
め
ま
す
。

□
と
き
　
６
月
１５
日
―
１１
月
の

第
１
・
第
３
土
曜
日
午
後
１
時

半
―
３
時
（
時
間
内
は
自
由
に

参
加
で
き
ま
す
）

□
と
こ
ろ
　
市
共
同
福
祉
会
館

□
料
金
　
１
家
族
１
０
０
０
円

／
年

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す

　
　
た
ん
ぽ
っ
ぽ
（
林
）
志
０

９
０
―
７
６
０
２
―
３
１
２
０

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き
　
７
月
２
日
㈫
、
９
日

㈫
、
２５
日
㈭
、
３０
日
㈫
午
前
９

時
半
―
１１
時
半
（
全
４
回
）　

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

か
７セ
ブ
ン

、
８エ
イ
ト

を
使
い
、
文
字
入
力

や
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使

い
方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
を
学
び
ま
す
。

【
エ
ク
セ
ル
入
門
講
座
】

□
と
き
　
７
月
４
日
、
１１
日
、

２５
日
、
８
月
１
日
（
木
曜
日
）

午
後
１
時
―
３
時
（
全
４
回
）

□
内
容
　
エ
ク
セ
ル
を
使
い
、

基
本
操
作
や
表
計
算
、
グ
ラ
フ

の
作
成
方
法
を
学
び
ま
す
。

【
共
通
】

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
定
員
　
１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
７
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
）

□
受
付
期
間
　
６
月
８
日
㈯
午

前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日
ま
で

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

 

イ
ワ
ク
ラ
公
園
を
出
発
し
、

見
ご
ろ
を
迎
え
る
サ
サ
ユ
リ
を

観
賞
し
な
が
ら
、
点
在
す
る
史

跡
を
巡
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し

ま
す
。

□
と
き
　
６
月
３０
日
㈰
　
▽
受

け
付
け
＝
午
前
９
時
　
▽
出
発

＝
午
前
９
時
半
　
▽
到
着
・
解

散
＝
午
前
１１
時
半

□
と
こ
ろ
　
イ
ワ
ク
ラ
公
園

（
山
岡
町
田
沢
地
内
）

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り

山
岡
志
５
６
―
３
９
２
１

　
会
員
が
作
り
上
げ
た
切
り
絵

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
白
と
黒

が
作
り
出
す
光
と
影
の
世
界
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
は
な
の
き
教
室
の
生
徒
の
作

品
も
展
示
し
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
１
日
㈪
―
２１
日

㈰
午
前
９
時
―
午
後
４
時
（
最

終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

□
と
こ
ろ
　
明
治
天
皇
行
在
所

（
大
井
町
）（
火
曜
日
休
館
）

□
料
金
　
無
料
　
　

　
　
恵
那
き
り
絵
の
会（
安
田
）

志
２
６
―
３
５
９
５

　　
パ
ソ
コ
ン
か
ら
展
開
図
を
選

ん
で
印
刷
し
、
切
り
抜
い
て
組

み
立
て
る
紙
模
型
工
作
で
す
。

友
達
や
親
子
、
孫
と
一
緒
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

□
と
き
　
▽
講
座
Ａ
＝
７
月
３１

日
㈬
午
前
１０
時
―
午
後
３
時 

▽
講
座
Ｂ
＝
８
月
８
日
㈭
午
前

１０
時
―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
対
象

　
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
（
小
学
３
年
生
以
下
は

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

□
定
員
　
１５
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
５
０
０
円（
材
料
費
） 

□
持
ち
物
　
は
さ
み
、
木
工
用

ボ
ン
ド
、
筆
記
用
具
、
定
規
、

弁
当
、
飲
み
物
、
完
成
品
を
入

れ
る
袋 

□
受
付
期
間
　
６
月
１５
日
㈯
午

前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日
ま
で

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
示
す
情
報
は
あ
り

ま
す
が
、
全
部
信
じ
て
よ
い
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
客
観
的
な
立
場
の
情
報

も
知
り
た
い
で
す
。

　

リ
ニ
ア
に
期
待
す
る
人
も
多
い
で

す
が
、
新
幹
線
駅
や
空
港
の
例
を
見

て
も
分
か
る
よ
う
に
、
予
想
通
り
に

な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ト
ン
ネ
ル
掘
削
で
の
残
土
処
分
な

ど
工
事
の
段
階
で
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
工
事
中
の
地
元
経
済
は
潤

う
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
工
事
が
終
了

し
て
か
ら
の
地
域
の
将
来
像
な
ど
を

考
え
て
お
く
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　

明
確
な
見
通
し
が
な
い
と
、
工
事

後
の
地
域
が
生
活
し
に
く
い
所
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら

れ
ま
す
。
市
民
の
知
恵
が
生
か
せ
る

よ
う
な
市
政
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
市
政
モ
ニ
タ
ー
）

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
整

備
は
、
実
用
化
に
向
け
た
総

合
的
な
評
価
を
行
う
「
超
電
導
磁
気

浮
上
式
鉄
道
実
用
技
術
評
価
委
員

会
」
を
国
土
交
通
省
が
設
置
し
、
営

業
に
必
要
な
技
術
基
準
や
騒
音
を
含

む
沿
線
環
境
の
課
題
な
ど
を
議
論
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
機
関
か
ら
示

さ
れ
る
情
報
を
分
か
り
や
す
く
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
２４
年
６
月
に
リ
ニ

ア
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
構
想
を

策
定
す
る
「
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
構

想
市
民
委
員
会
」を
設
置
し
ま
し
た
。

全
国
の
成
功
例
や
失
敗
例
と
さ
れ
る

先
進
的
な
事
例
を
研
究
し
、
同
じ
過

ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
市
民
委
員

会
を
中
心
に
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
市
民
委
員

会
へ
報
告
す
る
と
同
時
に
行
政
内
部

で
も
認
識
し
、
今
後
の
市
政
に
生
か

せ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

（
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
課
）

　
自
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム（
改
装
）

し
た
い
方
や
田
舎
で
暮
ら
し
た

い
方
、
古
民
家
を
利
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
学
び
た
い
方
な
ど

を
対
象
に
古
民
家
リ
フ
ォ
ー
ム

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
師
は
、
地
元
の
職
人
が
担

当
。
リ
フ
ォ
ー
ム
の
計
画
か
ら

大
工
技
術
ま
で
学
べ
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
―
１２
月
の
土
・

日
曜
日
か
土
曜
日（
１０
回
程
度
）

□
と
こ
ろ
　
三
郷
町
椋
実
地
内

□
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
▽
土
・
日
曜
日
＝

３
０
０
０
円
／
回
　
▽
土
曜
日

＝ 

１
５
０
０
円
／
回

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
か
電

子
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

　
　
　
　
三
郷
あ
ん
じ
ゃ
な
い

の
家
（
小
椋
）
志
０
８
０
―
５

１
５
２
―
１
９
５
５
、
死anj

ya71@
gm

ail.com

　
群
馬
県
に
あ
る
日
本
唯
一
の

サ
ー
カ
ス
学
校
が
、
串
原
に

や
っ
て
来
ま
す
。

　
地
域
の
方
と
の
交
流
と
し

て
、
サ
ー
カ
ス
の
練
習
を
見
学

で
き
た
り
、
地
元
の
子
ど
も
た

ち
に
体
操
教
室
が
開
か
れ
た
り

し
ま
す
。
プ
ロ
の
大
道
芸
も
行

わ
れ
ま
す
。

　
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
な
い

大
技
や
、
楽
し
い
大
道
芸
を
ど

な
た
で
も
見
学
で
き
ま
す
。

【
サ
ー
カ
ス
学
校
の
練
習
】

□
と
き
　
６
月
２４
日
㈪
―
３０
日

㈰
午
前
９
時
―
午
後
５
時
（
正

午
―
午
後
１
時
半
は
昼
休
み
）

【
体
操
教
室
】

□
と
き
　
６
月
２９
日
㈯
午
前
９

時
―
午
後
３
時

□
対
象
　
小
学
生
以
上

□
定
員
　
１０
人
程
度

□
持
ち
物
　
タ
オ
ル
、飲
み
物
、

弁
当

□
料
金
　
１
０
０
０
円
（
保
険

料
を
含
む
）

□
締
め
切
り
　
６
月
２１
日
㈮

【
大
道
芸
】

□
と
き
　
６
月
２９
日
㈯
午
後
４

時【
共
通
】

□
と
こ
ろ
　
奥
矢
作
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奥
矢
作

森
林
塾
志
５
２
―
２
４
１
１

　
蛍
の
育
つ
環
境
を
喜
び
、
世

代
を
超
え
た
交
流
を
深
め
る
蛍

鑑
賞
の
夕
べ
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
６
月
２９
日
㈯
午
後
７

時□
と
こ
ろ
　
宗
久
寺
駐
車
場

（
定
蓮
寺
川
）

※
雨
天
の
場
合
は
東
野
コ
ミ
セ

ン
で
開
催
し
ま
す

□
内
容
　
七
夕
の
短
冊
へ
の
版

画
刷
り
や
蛍
学
習
、
飲
み
物
や

駄
菓
子
、
お
も
ち
ゃ
の
販
売
な

ど　
　
東
野
コ
ミ
セ
ン
志
２
６
―

２
５
５
５

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
わ
む
ら
一
斎

塾
で
は
、「
今
こ
そ
必
要
な
幼

児
期
家
庭
教
育
」
と
題
し
た
特

別
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」
や

「
雀す

ず
め

百
ま
で
踊
り
を
忘
れ
ず
」

と
よ
く
昔
か
ら
言
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
人
間
関
係
や
社
会
生
活

が
複
雑
さ
を
増
す
現
代
に
あ
っ

て
、
幼
児
期
の
家
庭
教
育
の
大

切
さ
を
あ
ら
た
め
て
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加

く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
６
月
１５
日
㈯
午
後
１

時
半
―
３
時

□
と
こ
ろ
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
講
師
　
桐
井
雅
康
氏
（
元
岩

邑
中
学
校
長
）

□
料
金
　
２
０
０
円（
資
料
代
）

　
　
い
わ
む
ら
一
斎
塾（
鈴
木
）

志
０
９
０
―
８
１
３
５
―
２
４

２
１

申
・
問

問

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

▲祭りを盛り上げる作品

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ
ベントや各種募集などを市内に周知するため
のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に
関する掲載はできません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報
広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

▲リニアを生かしたまちづく
りについて検討する市民委員

▲ササユリを見つけて記念撮影

サ
ー
カ
ス
学
校
が
や
っ
て

来
る

申
・
問

パ
ソ
コ
ン
の
７
月
期
講

座
の
受
講
生
を
募
集

古
民
家
リ
フ
ォ
ー
ム
講
座

問

た
ん
ぽ
っ
ぽ
の
参
加
者

を
募
集

市
民
の
知
恵
を
生
か
し
た

リ
ニ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
を

東
野
ほ
た
る
祭
り
を
開

催

第
２
回
い
わ
む
ら
一
斎

塾
特
別
公
開
講
座

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
講

座
の
受
講
生
を
募
集

恵
那
き
り
絵
の
会
の
作

品
を
展
示

山
岡
さ
さ
ゆ
り
ま
つ
り

＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問

問

問
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１
歳
に
な
り
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス
と
話
題

輝
く
恵
那
人

NEWS&

TOPICS

人
と
ま
ち

恵
那
の
今
を

お
届
け
し
ま
す

募集中

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）

父 母

父 母父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

お
誕
生
日

お
め
で
と
う
！

　７月に１歳の誕生日を迎
えるお子さんの写真を募集
します。写真（なるべく１
人で胸から上で顔全体が
写っているもの）の裏に①
住所②氏名（ふりがな）③
生年月日④性別⑤電話番号
⑥両親の氏名⑦２８字以内
のコメント⑧ケーブルテレ
ビ放映の可否－を添えて、
６月１４日㈮までに申し込
んでください。
　申し込み多数の場合は先
着順で掲載します。

　山岡小学校の６年生３７人が、町内のイワクラ公園で
シイタケの菌打ち体験や、原木を伐採した公園内の跡地
にコナラの苗木６本を植樹。児童らは、地域の方からシ
イタケが育つまでの話を聞いた後、電動ドリルを使って
原木に穴を開けたり、シイタケの菌を詰めたりしました。

　
長
島
町
正
家
の
正
家
廃
寺
近
く
の
斎
田
で
「
恵え

奈な

の
里
次す

き

米ま
い

み

の
り
祭
」
第
１
幕
の
次
米
お
田
植
え
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
恵

那
農
高
女
子
生
徒
な
ど
２０
人
が
早
乙
女
に
扮ふ

ん

し
、
唄
や
太
鼓
が
鳴

り
響
く
中
、
農
林
４８
号
の
苗
を
１
列
に
な
っ
て
手
で
植
え
て
い
ま

し
た
。
会
場
に
は
多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
、
い
に
し
え
か
ら
伝
わ

る
伝
統
の
田
植
え
儀
式
を
写
真
な
ど
に
納
め
て
い
ま
し
た
。

恵那農高生らが早乙女に扮し田植え

小松原 千
ち

奈
な

ちゃん

※コミセン＝コミュニティセンターの略 

５月１８日

シイタケの菌打ちを体験 ４月２５日

　４月２４日から５月５日まで根の上高原で第３４回根の
上高原つつじまつりが開催され、家族連れなどが催しを
楽しみました。サイクリングや山の中をランニングする
トレイルランニングには、愛好者ら約４０人が参加。ツ
ツジが咲く高原内を気持ちよさそうに駆け抜けました。

根ノ上高原でサイクリング ５月３日

卵から育てた稚魚を放流 ４月２５日

　第４１回光秀まつりと第２６回ちょっとおんさい祭りを
明智町の市街地で開催。総勢約１２０人が勇壮に練り歩い
た武者行列には、地元の明智小学校と吉田小学校の６年
生３６人が重臣や少女武者、光秀の妻「熙

ひろ

子
こ

」、舞衣など
に扮
ふん

して参加。火縄銃の演武なども行われました。

武者行列が大正村を練り歩く ５月３日

　東野小学校の６年生１５人が、アマゴとヤマメの稚魚を
飯沼川へ放流しました。稚魚は、同学年が昨年の１１月
に卵から育てたもので、２００個の卵のうち約５㌢に成長
した28匹。稚魚の入ったコップを静かに川の中へ入れ、
稚魚が泳ぎ出していくのを確認し別れを告げました。

信一さん 千春さん

長島町
畔柳 有

ゆう

希
き

くん
大井町

吉宏さん 美香さん

１
歳
お
め
で
と
う
。

わ
ん
ぱ
く
で
も
良

い
。
た
く
ま
し
く

育
っ
て
欲
し
い
♡

多賀 月
む う

咲
し ゃ

ちゃん
大井町

鉄也さん 夕香さん

生
ま
れ
て
き
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う

♡
月
咲
は
家
族
み

ん
な
の
宝
物
☆

小川 乃
の

愛
あ

ちゃん

大井町

裕司さん 千恵さん

お
誕
生
日
お
め
で

と
う
‼
元
気
で

育
っ
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
♡

小久江 結
ゆい

那
な

ちゃん

大井町

拓也さん 歩未さん

１
歳
お
め
で
と
う

♪
こ
れ
か
ら
も
元

気
に
育
っ
て
ね
。

大
好
き
♡

１
歳
お
め
で
と
う

♡
お
姉
ち
ゃ
ん
と

仲
良
く
元
気
に
大

き
く
な
っ
て
ね
。

水野 翔
しょう

太
た

くん

高志さん 初美さん

甘
え
ん
坊
な
千
奈

ち
ゃ
ん
♡
い
つ
も

楽
し
い
時
間
を
あ

り
が
と
う
♪

東野

小松原 達
たつ

斗
と

くん

東野

信一さん 千春さん

好
奇
心
旺
盛
な
達

斗
く
ん
♡
い
つ
も

楽
し
い
時
間
を
あ

り
が
と
う
♪

堀 花
か

帆
ほ

ちゃん

明智町

広幸さん 瀬莉奈さん

１
歳
お
め
で
と
う
。

生
ま
れ
て
き
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。

ず
っ
と
健
や
か
に
。

早川 琉
りゅう

貴
き

くん
大井町

貴将さん 春奈さん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
こ
れ
か
ら
も
琉

貴
ス
マ
イ
ル
を
見

せ
て
ね
。

中垣 結
ゆい

ちゃん

三郷町

昇さん 愛さん

１
歳
お
め
で
と
う
。

こ
れ
か
ら
も
笑
顔

で
元
気
に
育
っ
て

ね
。

曽我 玲
れい

くん

大井町

慎也さん 有美さん

１
歳
お
め
で
と
う

！
い
っ
ぱ
い
遊
ん

で
大
き
く
な
っ
て

ね
。

伊藤 憩
けい

くん
明智町

慎さん かおりさん

周
り
の
方
々
の
お

陰
で
１
歳
を
迎
え

ら
れ
た
ね
。一
緒

に
感
謝
し
よ
う
♥

６月生まれ

篤子さん

千藤 愛
あい

莉
り

ちゃん

勝彦さん

元
気
モ
リ
モ
リ
パ

ワ
フ
ル
愛
莉
！
こ

れ
か
ら
も
笑
顔

い
っ
ぱ
い
で
♥

長島町

荻山 天
そら

翔
と

くん
岩村町

章さん 梨沙さん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
パ
パ
と
マ
マ
の

所
に
生
ま
れ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
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　「
お
客
さ
ん
か
ら『
本
当
に
お
い
し
か
っ

た
』
と
言
わ
れ
る
の
が
一
番
の
幸
せ
」
と

話
し
て
く
れ
た
の
は
、
現
在
、
農
業
委
員

も
務
め
、
農
業
の
振
興
に
尽
力
し
て
い
る

工
藤
征
夫
さ
ん
。

　

こ
と
し
３
月
に
米
・
食
味
鑑
定
士
協
会

が
実
施
す
る
鑑
定
士
試
験
を
受
験
。
米
の

銘
柄
を
当
て
る
実
技
試
験
と
米
作
り
の
筆

記
試
験
で
、
１
１
０
点
満
点
中
、
満
点
に

近
い
１
０
０
点
を
獲
得
し
、
合
格
し
た
。

東
濃
地
域
で
は
唯
一
の
鑑
定
士
だ
。
鑑
定

士
の
仕
事
は
、米
の
「
食
味
」「
品
質
」「
栽

培
法
」
を
鑑
定
し
、
協
会
発
行
の
ラ
ベ
ル

を
米
袋
に
貼
る
こ
と
。
こ
れ
が
品
質
を
保

証
す
る
証
し
と
な
る
。

　
工
藤
さ
ん
は
会
社
を
退
職
後
、
先
祖
伝

来
の
農
地
で
米
作
り
を
始
め
た
。
最
初
は

軽
い
気
持
ち
で
始
め
た
が
「
お
い
し
い
」

と
い
う
抽
象
的
な
言
葉
だ
け
で
は
、
ど
ん

な
米
が
お
い
し
い
の
か
分
か
ら
な
い
。
そ

こ
で
利
用
し
た
の
が
、
数
値
で
お
い
し
さ

を
表
す
「
食
味
値
」。
会
社
の
業
績
を
利

益
な
ど
の
数
値
で
表
す
よ
う
に
、
米
の
お

い
し
さ
も
食
味
値
で
表
せ
ば
消
費
者
に
安

心
し
て
提
供
で
き
る
と
考
え
た
。

　

会
社
員
時
代
は
良
い
製
品
を
作
っ
て
お

客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
会
社
の

理
念
。
今
は
製
品
が
米
に
変
わ
っ
た
。
お

い
し
い
米
を
食
べ
て
も
ら
っ
て
人
の
役
に

立
ち
た
い
と
願
う
気
持
ち
が
工
藤
さ
ん
の

情
熱
の
基
と
な
っ
て
い
る
。

　
お
い
し
い
米
作
り
の
た
め
、
化
学
肥
料

を
使
わ
ず
、
有
機
肥
料
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
を

栽
培
。
食
味
値
は
、
粘
り
や
水
分
の
高
さ

な
ど
の
要
素
を
１
０
０
点
満
点
で
測
定
す

る
。
日
本
産
の
米
の
食
味
値
は
６０
―
６５
点

が
標
準
。
工
藤
さ
ん
が
栽
培
す
る
米
は
平

成
２４
年
の
測
定
で
９０
点
を
獲
得
。
こ
れ
を

「
極
上
米
」
と
銘
打
っ
た
。「
毎
日
稲
と
対

話
し
な
が
ら
育
て
て
い
る
。
茎
の
様
子
や

葉
の
色
を
見
れ
ば
、
何
を
し
て
あ
げ
れ
ば

い
い
の
か
分
か
る
」
と
笑
顔
で
話
す
。
子

ど
も
の
こ
ろ
か
ら
米
作
り
を
手
伝
い
、
お

い
し
い
米
作
り
に
情
熱
を
注
い
で
き
た
経

験
が
生
き
て
い
る
。

　「
こ
の
地
域
に
は
お
い
し
い
米
を
作
る

農
家
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
連
携
し
て
ブ
ラ

ン
ド
化
し
た
い
」
と
飛
躍
を
目
指
す
。

▲おいしさと安心の鑑定士ラベル

米の品質を数値で表す
東濃で１人の米・食味鑑定士

□プロフィール

平成２５年３月に米・食味鑑定士試験に合格。
食味値９０点の「極上米」で、消費者に安心
と安全な米を届けている。

工
く

藤
ど う

 征
ま さ

夫
お

 さん　６７歳

山岡町下手向

恵那で輝いている旬な人を紹介します
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１０４

※コミセン＝コミュニティセンターの略 

５月５日わんぱく力士たちが真剣勝負

　明智町千畳敷公園の春日野記念相撲場で、第２７回わ
んぱく相撲市大会大正村場所が開催され、市内の小学生
１１８人が出場。わんぱく力士たちは、土俵いっぱいに動
き回りながら真剣勝負を繰り広げました。勝負がつくと
観客から大きな拍手や歓声が沸き上がっていました。

１３団体が助成金審査に臨む

　恵那文化センターで、地域の元気発信事業総合助成金
審査会を開催。ハード事業に五つとソフト事業に八つ、
合計１３団体のプレゼンテーションと審査が行われ、発表
者は、映像を用いるなどして事業内容などを審査員に説
明。持ち時間の１０分間で助成金の必要性を訴えました。

親子で抹茶茶わん作りに挑戦

　長島保育園で年長親子陶芸教室が行われ、年長児２３
人の親子が、ろくろを使いながらひも作りという方法で
抹茶茶わん作りに挑戦。笑顔や真剣な眼差しを見せなが
ら作陶を楽しんで、それぞれ世界に一つだけの茶わんを
作りました。焼き上がった茶わんはお茶会で使われます。

こどもの日に道の駅で餅つき

　道の駅おばあちゃん市山岡で、こどもの日イベントを
開催。大きな水車の前では餅つき大会が行われ、子ども
たちが、きねを振り上げ、力いっぱい振り下ろしていま
した。つき上がった餅は、きな粉や黒ごまをまぶして来
場者に振る舞われ、来場者らはおいしくいただきました。

５月５日

黒瀬街道を歩いて地域を知る

　中野方小学校の児童６９人が、黒瀬街道を歩いて町内
の地域を巡りました。八つグループに分かれ学校を出発。
途中、小学校や保育園で読み聞かせをする「お話の会」
の会員が、昔は往来が盛んだった黒瀬街道にまつわる話
などを説明し、児童らは真剣な表情で聞いていました。

城跡巡り戦国ロマンに触れる

　山岡の城跡と戦国ロマンを追うハイキングが開催さ
れ、山岡町に残る山田城跡と下手向城跡を巡りました。
市内外から集まった参加者約６０人は、恵那三学塾講師
の中野正明氏から城跡や歴史の背景などを聞きながら、
敵が攻めてきたときの防御方法を想像していました。

５月１２日５月１５日

５月１９日 ５月１７日
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皆さんの
大好きな風景を
気軽に応募くだ
さい！

【File No.　　 ヒトツバタゴ自生地 ひとつばたごじせいち】

　東濃地方では、田植えが始まると、遠くから見ると雪を被っ
たように美しい木があちこちに見られるようになる。これが
ヒトツバタゴ。モクセイ科の落葉高木で、日本では対

つ し ま

馬と愛
知県、県内の木曽川周辺の限られた地域にしか自生していな
い珍しい木で、ナンジャモンジャなどと呼ばれて親しまれて
いる。

標高が高いため花の見ごろは 6月中旬

　中でも、笠置山中腹、標高約７３７㍍の登山道沿いにある
ヒトツバタゴの巨木は、日本一標高の高い所にあり、１９２３

（大正１２）年、本州で最初に国の天然記念物に指定された。
市内には、天然記念物に指定された他にも多くのヒトツバタ
ゴが見られるが、日本では、環境省が絶滅危惧Ⅱ類に指定し
ている希少種。ハナノキやシデコブシなどとともに、地域固
有の植物として大切にしていきたいものである。

ヒトツバタゴの発見や保護には、地元の二人の先人が関わっている。一人は笠置山の自生
地を発見したとされる山岡町の後藤定治郎、もう一人は、当時の「史

し

蹟
せき

名勝天然紀
き

念
ねんぶつ

物保
存法」の公布に尽力した岩村町出身の三好学。この地域の自然保護の歴史は深い。

毛呂窪に住んでいて良かったと
思える場所の一つです。眺めが
いいのでドライブついでにどう
ぞ。毛呂窪から河合に抜ける道
で眺めることができます。

恵那山
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□応募方法

伝えたい、守りたい、まちの宝物
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